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電子野帳データ取込
　電子野帳、データカード等により現場で取得した測量データを

通信ソフトによりパソコンに取り込みます。
取り込み方法
　　１．通信ソフトCOMWatcherを使用してCALXsurveyへ取り込む
　　２．Windows標準ソフトハイパーターミナルを使用してCALXsurveyへ取り込む
　　３．他のソフトより取り込んだデータをCALXsurveyへ取り込む。

１．通信ソフト「COMWatcher」を使用してCALXsurveyへ取り込みます。

通信ソフトCOMWatcherは、河江英総氏が開発したフリーソフトです。（2006年4月27日使用許諾済み）
　　取込可能機種
・　標準フォーマット（APA）　　（財）日本測量調査技術会

・　ﾄﾌﾟｺﾝ Ｆｃ－５、Ｆｃ－７
・　ﾄﾌﾟｺﾝ GTS-6 データカード
・　ﾄﾌﾟｺﾝ GTS-７００
・　ｿｷｱ　　SDR７（ＳＤＲ３Ｐ）
・　ｿｷｱ　　POWER　ＳET（ＳＤ_format）

・　ﾆｺﾝ　　GF-300 データカード
・　ｼﾞｵｼﾞﾒｰﾀｰ 600
　　取込データの種類
　　　　・　対回データ（既知点点検観測）

　　　　・　対回データ（本観測）

　　　　・　対回データ（点検測量）

　　　　・　放射観測点（２・３次元）データ

　　　　・　間接縦断データ

　　　　・　横断データ

　　　　・　河川横断データ

　　　　・　間接水準データ
　通信ケーブル
　　　　・　ﾄﾌﾟｺﾝ　ｲﾝﾀﾌｪｰｽ　　――――　A-16（D-Sub9pinﾒｽ）
　　　　・　ｿｷｱ　ｲﾝﾀﾌｪｰｽ　 ―――――　RS232C + Com変換アダプタ（D-Sub25pinﾒｽ → D-Sub9pinﾒｽ）
　　　　・　ﾆｺﾝ　GF-300 シリーズ　 ―― データカードの観測データをデータ変換（APA）してパソコンの

PCカードスロットに接続してダイレクトに取り込む。
　　取込方法
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・　電子野帳の通信ポートとパソコンのCOMポートを通信ケーブルで接続して、CALXsurveyソフトを起動します。
・　現場名を選択して、ツールバー　　　　　　（電子野帳データ取り込み）ボタンを押します。
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・　電子野帳の種類、取り込みデータの種類を選択します。

・　「取込開始」で通信ソフト「COMWatcher」が起動します。
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通信ソフト「COMWatcher」の操作
１．COM ポート　：　COM1を選択します。
「開く」 ボタンをクリック
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２．COMポートの設定
　　　　「設定」「COMポート設定」で通信設定を行います。
　　　　電子野帳の設定と同じにしてください。
　　　　全ての設定を選択したら「ＯＫ」ボタンをクリック
３．これで受け取り側の準備ができました。
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４．送り側の準備をして送信実行をすると

データが転送されます。

　　　＊　電子野帳の通信設定で
「ＡＣＫ/ＮＡＣ」の設定は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　無手順にしてください。

５．転送されたデータを

　　　　　すべて選択　––  データ部分をマウスでドラッグする。
「編集」「コピー」　―　クリップボードへコピーします。　（ Ctrl + C ）
６．通信ソフト「COMWatcher」をクローズします。
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７．最初の取り込みメニューが表示されます。

　　　「表示」でテキストエディタ「MIFES」が起動します。
· 対回データ（既知点点検観測）は、　( **_KitiTrvData.dat )
· 対回データ（本観測）は、　        ( **_TrvData.dat )
· 対回データ（点検測量）は、　      ( **_TrvTenkenData.dat )
· 放射観測点データは、    　      ( **_GmtData.dat )
· 間接縦断データは、      　      ( **_TSJData.dat )
· 横断データは、        　        ( **_OdnData.dat )
· 河川横断データは、     　       ( **_KOdnData.dat )
· 間接水準データは、     　       ( **_TSLData.dat )
　　　　　のファイルが開かれます。
** ： 電子野帳機種
Ca ：　標準フォーマット（APA）　　（財）日本測量調査技術会

Fc　：　ﾄﾌﾟｺﾝ電子野帳

Sk　：　ｿｷｱ　　SDR７（ＳＤＲ３Ｐ）
Sd　：　ｿｷｱ　　POWER　ＳET（ＳＤ__format）

Ca ：　ﾆｺﾝ　　GF-300 データカード
Gd ：　ｼﾞｵｼﾞﾒｰﾀｰ 600
８．先ほどクリップボードへコピーしたデータをファイルに「貼り付け」ます。　（ Ctrl + V ）
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既に取り込み済みのデータがある場合、また数回に分けてデータを取り込む場合、１．～６．を繰り返して既存データの最後にカーソルを移動させ「貼り付け」てください。

そのとき、数行改行して「貼り付け」るとデータの管理が容易にできると思います。
９．ファイルを、クローズして終了
２．Windows標準ソフト「ハイパーターミナル」を使用してCALXsurveyへ取り込みます。

・　電子野帳の通信ポートとパソコンのCOMポートを通信ケーブルで接続します。

・　パソコンの「スタート」「プログラム」「アクセサリ」「通信」「ハイパーターミナル」を選択します。

・　通信ソフト「ハイパーターミナル」が起動します。

通信ソフト「ハイパーターミナル」の操作
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１．接続の設定

・　名前　：　適当な名前を入力します。
・　アイコン　：　一番左のアイコンを選択します。
　　　・　「ＯＫ」　ボタンをクリック
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２．接続方法 
・　接続方法　：　COM1
　　　・　「ＯＫ」　ボタンをクリック
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３．COM1のプロパティ

・　ポートの設定　：　電子野帳の設定と同じにしてください。
　　　＊　電子野帳の通信設定で「ＡＣＫ/ＮＡＣ」の設定は、

　　　　　　無手順にしてください。

　　　・　「ＯＫ」　ボタンをクリック
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４．これで受け取り側の準備ができました。
５．送り側の準備をして送信実行をすると

データが転送されます。

６．転送されたデータを

　　　　・　「編集」―「すべて選択」

　　　　・　「編集」―「コピー」　（ Ctrl + C ）
　　　でクリップボードへデータをコピーします。
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７．ハイパーターミナルをクローズします。
　　　・　「はい」　をクリック
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８．取り込んだデータをハイパーターミナルの

　　　　フォルダ内に保存するか　？
　　　　保存の必要はないと思います。
　　　・　「いいえ」　をクリック
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９．CALXsurveyソフトを起動させます。

　　「電子野帳ﾃﾞｰﾀ取込」　ボタンをクリック
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１０．電子野帳データ取込メニューが表示されます。

　　　　　電子野帳の種類と取込データの種類を選択してください。

　　　「表示」でテキストエディタ「MIFES」が起動して、
· 対回データ（既知点点検観測）は、　( **_KitiTrvData.dat )
· 対回データ（本観測）は、　        ( **_Trv_Data.dat )
· 対回データ（点検測量）は、　      ( **_Trv_TenkenData.dat )
· 放射観測点データは、    　      ( **_Gmt_Data.dat )
· 間接縦断データは、            　( **_Odn_Data.dat )
· 横断データは、        　        ( **_Odn_Data.dat )
· 河川横断データは、     　       ( **_KOdn_Data.dat )
· 間接水準データは、     　       ( **_TSLData.dat )
　　　　　のファイルが開かれます。
** ： 電子野帳機種
Ca ：　標準フォーマット（APA）　　（財）日本測量調査技術会

Fc　：　ﾄﾌﾟｺﾝ電子野帳

Sk　：　ｿｷｱ　　SDR７（ＳＤＲ３Ｐ）
Sd　：　ｿｷｱ　　POWER　ＳET（ＳＤ__format）

Ca ：　ﾆｺﾝ　　GF-300 データカード
Gd ：　ｼﾞｵｼﾞﾒｰﾀｰ 600
１１．先ほどクリップボードへコピーしたデータをファイルに「貼り付け」ます。　（ Ctrl + V ）
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既に取り込み済みのデータがある場合、また数回に分けてデータを取り込む場合、１．～８．を繰り返して
既存データの最後にカーソルを移動させ「貼り付け」てください。

そのとき、数行改行して「貼り付け」るとデータの管理が容易にできると思います。
１２．ファイルを、クローズして終了

ハイパーターミナルによる電子野帳データ取り込み上の注意
　　　一回の取り込み量（ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙの容量）は電子野帳の機種にもよりますが、対回データで20点　3次元データで400点位です。だいたい1日の観測量ですので毎日取り込むようにしてください。

ハイパーターミナルの容量を超過したデータを取り込んだ場合、先頭のデータが失われます。その時は、２度に分けて取り込んでください。

先頭の切れたデータをデータファイルへ「貼り付け」て、もう一度最初から取り込みを開始して、失われた先頭のデータが取り込めたことを確認して取り込み途中で中止します。先頭部分のデータをデータファイルの最初へ追加します。その後、１度目と２度目の重複したデータを削除してください。

３．他のソフトよりで取り込んだデータをCALXsurveyへ取り込みます。

別の通信ソフトから取り込んだ各種電子野帳データ形式のデータを本ソフトで使用する方法は２通りございます。
　　１．ファイル名を変えて取り込む。
　　２．ファイルの内容をコピーして取り込む。
方法がございます。
１．ファイル名を変えて取り込む方法（apa形式の場合）

・ 対回データの場合、　　　　apa形式のファイル名→Ca_TrvData.datに変更
・ 放射観測点データの場合、apa形式のファイル名→Ca_GmtData.datに変更
・ 横断データの場合、　　　　apa形式のファイル名→Ca_OdnData.datに変更
・　　　　：
・　　　　：
・ 変更したファイル名を現場フォルダ「C:\測量\測量現場\現場名\」へ移動します。
・ 以下、CALXsurveyソフトを起動して通常の計算を行います。
２．ファイルの内容をコピーして取り込む。
・　各種電子野帳データ形式のファイルをMIFES・ワードパッド等で開きます。
・　「編集」「全て選択」「コピー」でクリップボードへコピーします。
・　ＭIFES・ワードパッド等を閉じて、CALXsurveyソフトを起動します。
・　コピーしたデータが対回データの場合、
　　　　　　　現場を指定して「基準点測量」「基準点測量トータルシステム」を選択
「観測データ作成」「電子野帳の種類」で「標準フォーマット（APA）」を選択
「観測生データの取込」「表示」でMIFESソフトが起動します。
・ 先ほどクリップボードへコピーしたデータを「編集」「貼り付け」でデータを貼り付けます。
・ MIFESを保存して閉じます。
・ 以下、「観測手簿の作成」
　　　　　    　：
　　　　　　    ：

・　コピーしたデータが放射観測点データの場合、
　　　　　　　現場を指定して「一般測量」「放射観測点の計算」を選択
「観測データ作成」「電子野帳の種類：標準フォーマット（APA）を選択」
以下同じ
 　：
　　　　　　    ：
　　　　・ 以上です。
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